
(57)【要約】

【課題】ロック装置において、コストダウンと耐久性の

向上を実現する。

【解決手段】ストライカー１０とキャッチャ９とを備え

たロック装置において、キャッチャ９を、係入溝１６を

設けたブラケット１１と、フック溝２３と噛合爪部２５

とを備えたフック部材１４と、噛合溝２２を設けたカム

部材１５とで構成し、上記フック部材１４が第１の回動

位置にあるとき上記噛合爪部２５が上記噛合溝２２に噛

合して該フック部材１４の回動が規制されるように構成

する。かかる構成によれば、係入溝１６にストライカー

１０が係入した状態で、フック部材１４が第１の回動位

置に設定されそのフック溝２３にストライカー１０が嵌

合したロック状態においては、噛合爪部２５が噛合溝２

２に噛合することで該フック部材１４の回動が規制され

、従来のようにラバー部材を設けずとも、ストライカー

１０とキャッチャ９との間のガタツキ、異音の発生を確

実に防止できる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 部 材 （ Ｘ ） 側 に 取 り 付 け ら れ た ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） と 、 第 ２ の 部 材 （ Ｙ ） の 間 に
取 り 付 け ら れ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） に 係 脱 可 能 に 係 止 す る キ ャ ッ チ ャ （ ９ ） と を 備
え た ロ ッ ク 装 置 で あ っ て 、
上 記 キ ャ ッ チ ャ （ ９ ） が 、
上 記 ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） が 係 入 す る 係 入 溝 （ １ ６ ） を 設 け た ブ ラ ケ ッ ト （ １ １ ） と 、
上 記 ブ ラ ケ ッ ト （ １ １ ） に 回 動 可 能 に 軸 着 さ れ た フ ッ ク 部 材 （ １ ４ ） で あ っ て 、 上 記 ス ト
ラ イ カ ー （ １ ０ ） が 係 脱 可 能 に 嵌 合 さ れ る フ ッ ク 溝 （ ２ ３ ） と 噛 合 爪 部 （ ２ ５ ） と を 備 え
、 そ の 第 １ の 回 動 位 置 に お い て は 上 記 フ ッ ク 溝 （ ２ ３ ） に 上 記 係 入 溝 （ １ ６ ） に 係 入 し た
上 記 ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） を 嵌 合 せ し め て 該 フ ッ ク 溝 （ ２ ３ ） と 上 記 係 入 溝 （ １ ６ ） と に
よ っ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） を 保 持 す る 一 方 、 第 ２ の 回 動 位 置 に お い て は 上 記 係 入 溝
（ １ ６ ） か ら の 上 記 ス ト ラ イ カ ー （ １ ０ ） の 離 脱 を 許 容 す る フ ッ ク 部 材 （ １ ４ ） と 、
上 記 ブ ラ ケ ッ ト （ １ １ ） に 回 動 可 能 に 軸 着 さ れ た カ ム 部 材 （ １ ５ ） で あ っ て 、 カ ム 面 （ ２
１ ） と 該 カ ム 面 （ ２ １ ） の 一 端 寄 り に 位 置 す る 噛 合 溝 （ ２ ２ ） と を 備 え 、 そ の 第 １ の カ ム
回 動 位 置 に お い て は 第 １ の 回 動 位 置 に 位 置 設 定 さ れ た 上 記 フ ッ ク 部 材 （ １ ４ ） の 上 記 噛 合
爪 部 （ ２ ５ ） を 噛 合 せ し め て 該 フ ッ ク 部 材 （ １ ４ ） の 回 動 を 規 制 す る 一 方 、 第 ２ の カ ム 回
動 位 置 に お い て は 上 記 カ ム 面 （ ２ １ ） に 上 記 噛 合 爪 部 （ ２ ５ ） を 摺 動 せ し め る こ と で 上 記
フ ッ ク 部 材 （ １ ４ ） の 第 １ の 回 動 位 置 と 第 ２ の 回 動 位 置 の 間 で の 回 動 を 許 容 す る カ ム 部 材
（ １ ５ ） と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る ロ ッ ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 願 発 明 は 、 例 え ば 車 両 用 シ ー ト の 掛 止 部 位 に 用 い ら れ る ロ ッ ク 装 置 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 例 え ば 着 脱 式 車 両 用 シ ー ト の 車 体 床 面 と の 連 結 部 位 に は 、 車 体 側 に 配 置 し た 略
コ 字 形 の 屈 曲 形 態 を も つ ス ト ラ イ カ ー と 、 シ ー ト 側 に 配 置 さ れ 上 記 ス ト ラ イ カ ー に 係 脱 自
在 に 係 合 す る キ ャ ッ チ ャ と を 備 え て 構 成 さ れ る ロ ッ ク 装 置 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
係 る 従 来 の ロ ッ ク 装 置 の 具 体 例 を 図 ４ に 示 し て い る 。 こ の ロ ッ ク 装 置 に お け る キ ャ ッ チ ャ
５ １ は 、 ス ト ラ イ カ ー ５ ０ が 係 入 す る 係 入 溝 ５ ２ を 設 け た ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ と 、 支 点 ピ ン ６
１ を 介 し て 上 記 ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ 側 に 回 動 自 在 に 支 承 さ れ る と と も に ス ト ラ イ カ ー ５ ０ が 係
脱 可 能 に 嵌 合 さ れ る フ ッ ク 溝 ５ ４ を 備 え た フ ッ ク 部 材 ５ ５ と 、 支 点 ピ ン ６ ２ を 介 し て 上 記
ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ に 回 動 可 能 に 軸 着 さ れ 且 つ カ ム 面 ５ ６ と そ の 一 端 寄 り に 位 置 す る ス ト ッ パ
ー 面 ５ ７ と を 備 え た カ ム 部 材 ５ ８ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ の
係 入 溝 ５ ２ に 係 入 し た ス ト ラ イ カ ー ５ ０ に 対 し て 上 記 フ ッ ク 部 材 ５ ５ の フ ッ ク 溝 ５ ４ を 嵌
合 さ せ 、 該 フ ッ ク 溝 ５ ４ と 上 記 係 入 溝 ５ ２ と の 間 で 上 記 ス ト ラ イ カ ー ５ ０ を 保 持 す る と と
も に 、 こ の 時 の フ ッ ク 部 材 ５ ５ の 回 動 姿 勢 を 、 該 フ ッ ク 部 材 ５ ５ の 当 接 部 ５ ５ ａ を 上 記 カ
ム 部 材 ５ ８ の ス ト ッ パ ー 面 ５ ７ に 当 接 係 合 さ せ て 保 持 さ せ る こ と で ロ ッ ク 状 態 を 実 現 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 従 来 の ロ ッ ク 装 置 に お い て は 、 上 記 フ ッ ク 部 材 ５ ５ の 回 動 規 制 を 、 該 フ ッ ク 部
材 ５ ５ の 当 接 部 ５ ５ ａ を 上 記 カ ム 部 材 ５ ８ の ス ト ッ パ ー 面 ５ ７ に 一 方 向 （ 矢 印 ａ 方 向 ） か
ら 当 接 さ せ る こ と で 実 現 す る よ う に し て い た の で 、 上 記 フ ッ ク 部 材 ５ ５ の 他 方 向 （ 矢 印 ｂ
方 向 ） へ の 回 動 は 、 ス プ リ ン グ ５ ９ の 付 勢 力 に よ っ て の み 規 制 さ れ 、 従 っ て 、 例 え ば 上 記
キ ャ ッ チ ５ １ が 取 り 付 け ら れ た 部 材 ４ ９ に 下 方 （ 矢 印 Ｆ 方 向 ） へ 向 け て 外 力 が か か っ た 場
合 、 上 記 フ ッ ク 部 材 ５ ５ は そ の フ ッ ク 溝 ５ ４ に 上 記 ス ト ラ イ カ ー ５ ０ が 嵌 合 し て い る こ と
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か ら 、 上 記 外 力 を 受 け て 上 記 支 点 ピ ン ６ １ 回 り に 矢 印 ｂ 方 向 に 回 動 す る 。 こ の よ う な 上 記
フ ッ ク 部 材 ５ ３ の 矢 印 ｂ 方 向 へ の 回 動 に よ っ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー ５ ０ と 上 記 キ ャ ッ チ ５ １
（ 即 ち 、 上 記 部 材 ４ ９ ） と の 間 に 上 下 方 向 へ の ガ タ ツ キ が 生 じ 、 異 音 の 発 生 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ６ － ６ ０ ８ ２ 号 公 報 （ 段 落 「 ０ ０ ２ ５ 」 、 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 問 題 に 対 処 す る た め に 、 従 来 の ロ ッ ク 装 置 に お い て は 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト ５ ３ の
上 記 係 入 溝 ５ ２ の 溝 奥 部 に ラ バ ー 部 材 ６ ３ を 取 付 け 、 こ の ラ バ ー 部 材 ６ ３ を 上 記 ス ト ラ イ
カ ー ５ ０ 側 に 押 圧 し 、 こ れ に よ っ て 上 記 ガ タ ツ キ を 抑 制 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
と こ ろ が 、 こ の よ う な 構 造 と し た 場 合 に は 、 上 記 ラ バ ー 部 材 ６ ３ を 設 け る 分 だ け 部 品 点 数
及 び 取 付 工 数 が 増 加 し 製 造 コ ス ト が 高 く つ く こ と に な る 。 さ ら に 、 上 記 ラ バ ー 部 材 ６ ３ の
温 度 変 化 あ る い は 経 年 変 化 に よ る 硬 さ （ 即 ち 、 バ ネ 特 性 ） の 変 化 、 あ る い は 「 へ た り 」 に
よ っ て 、 ロ ッ ク ・ ロ ッ ク オ フ 操 作 時 の 操 作 力 が 変 化 し 、 そ の 操 作 性 が 損 な わ れ る な ど 、 耐
久 性 と い う 点 に お い て に 問 題 が 有 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 願 発 明 で は 、 ロ ッ ク 装 置 に お い て 、 部 品 点 数 の 低 減 に よ る コ ス ト ダ ウ ン と 耐 久 性
の 向 上 を 実 現 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 願 発 明 で は か か る 課 題 を 解 決 す る た め の 具 体 的 手 段 と し て 次 の よ う な 構 成 を 採 用 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
即 ち 、 第 １ の 部 材 Ｘ 側 に 取 り 付 け ら れ た ス ト ラ イ カ ー １ ０ と 、 第 ２ の 部 材 Ｙ の 間 に 取 り 付
け ら れ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ に 係 脱 可 能 に 係 止 す る キ ャ ッ チ ャ ９ と を 備 え た ロ ッ ク 装 置
に お い て 、 上 記 キ ャ ッ チ ャ ９ を 、 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 係 入 す る 係 入 溝 １ ６ を 設 け た ブ
ラ ケ ッ ト １ １ と 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ に 回 動 可 能 に 軸 着 さ れ た フ ッ ク 部 材 １ ４ で あ っ て 上
記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 係 脱 可 能 に 嵌 合 さ れ る フ ッ ク 溝 ２ ３ と 噛 合 爪 部 ２ ５ と を 備 え そ の 第
１ の 回 動 位 置 に お い て は 上 記 フ ッ ク 溝 ２ ３ に 上 記 係 入 溝 １ ６ に 係 入 し た 上 記 ス ト ラ イ カ ー
１ ０ を 嵌 合 せ し め て 該 フ ッ ク 溝 ２ ３ と 上 記 係 入 溝 １ ６ と に よ っ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ を
保 持 す る 一 方 、 第 ２ の 回 動 位 置 に お い て は 上 記 係 入 溝 １ ６ か ら の 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ の
離 脱 を 許 容 す る フ ッ ク 部 材 １ ４ と 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ に 回 動 可 能 に 軸 着 さ れ た カ ム 部 材
１ ５ で あ っ て カ ム 面 ２ １ と 該 カ ム 面 ２ １ の 一 端 寄 り に 位 置 す る 噛 合 溝 ２ ２ と を 備 え 、 そ の
第 １ の カ ム 回 動 位 置 に お い て は 第 １ の 回 動 位 置 に 位 置 設 定 さ れ た 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 上
記 噛 合 爪 部 ２ ５ を 噛 合 せ し め て 該 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 回 動 を 規 制 す る 一 方 、 第 ２ の カ ム 回 動
位 置 に お い て は 上 記 カ ム 面 ２ １ に 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ を 摺 動 せ し め る こ と で 上 記 フ ッ ク 部 材
１ ４ の 第 １ の 回 動 位 置 と 第 ２ の 回 動 位 置 の 間 で の 回 動 を 許 容 す る カ ム 部 材 １ ５ と を 備 え て
構 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 願 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 に よ れ ば 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 係 入 溝 １ ６ に 上 記 ス ト ラ イ カ
ー １ ０ が 係 入 し た 状 態 で 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ が 第 １ の 回 動 位 置 に 設 定 さ れ そ の フ ッ ク 溝
２ ３ に 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 嵌 合 し た ロ ッ ク 状 態 に お い て は 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ に 設
け た 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ が 上 記 カ ム 部 材 １ ５ 側 の 上 記 噛 合 溝 ２ ２ に 噛 合 し 、 該 フ ッ ク 部 材 １
４ の 回 動 が 確 実 に 規 制 さ れ る 。 従 っ て 、 例 え 上 記 第 １ の 部 材 Ｘ に こ れ を 第 ２ の 部 材 Ｙ 側 に
移 動 さ せ る よ う な 外 力 が 作 用 し た と し て も 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 非 回 動 状 態 の ま ま 維 持
さ れ 、 こ の 結 果 、 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ と 上 記 キ ャ ッ チ ャ ９ （ 即 ち 、 上 記 第 １ の 部 材 Ｘ ）
と の 間 の ガ タ ツ キ あ る い は 異 音 の 発 生 が 確 実 に 防 止 さ れ 、 こ れ に よ っ て ロ ッ ク 装 置 の 商 品
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価 値 が 向 上 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 ガ タ ツ キ 等 の 発 生 を 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 回 動 規 制 の み に よ っ て 行 う よ う に し て い
る こ と か ら 、 例 え ば 従 来 の よ う に ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 係 入 溝 １ ６ の 溝 奥 に ラ バ ー 部 材 を 設 け
て 行 う 構 造 の 場 合 に 比 し て 、 該 ラ バ ー 部 材 の 「 へ た り 」 等 に よ る ロ ッ ク ・ ロ ッ ク オ フ 操 作
性 の 低 下 が な く 、 ロ ッ ク 装 置 の 耐 久 性 の 向 上 が 図 れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 を 好 適 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に は 、 車 両 用 の 着 脱 式 シ ー ト 装 置 Ｚ を 示 し て い る 。 こ の シ ー ト 装 置 Ｚ は 、 床 面 ３ 上 に
次 述 の 第 １ ロ ッ ク 装 置 １ と 第 １ 掛 止 装 置 ３ ０ を 介 し て 基 台 ５ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る と と
も に 、 さ ら に 上 記 基 台 ５ の 上 面 側 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け た ク ッ シ ョ ン 支 持 台 ６ に は 、 第 ２
ロ ッ ク 装 置 ２ と 第 ２ 掛 止 装 置 ３ ３ を 介 し て シ ー ト ク ッ シ ョ ン ７ を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け て い
る 。 尚 、 上 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ７ の 後 端 寄 り に 配 置 さ れ る シ ー ト バ ッ ク ８ は 、 上 記 ク ッ シ
ョ ン 支 持 台 ６ 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 こ の シ ー ト 装 置 Ｚ に お い て は 、 上 記 第 １ ロ ッ ク 装 置 １ を ロ ッ ク オ フ 状 態 と す る と
と も に 、 上 記 第 １ 掛 止 装 置 ３ ０ の 掛 止 状 態 を 解 除 す る こ と で 上 記 基 台 ５ を 上 記 床 面 ３ か ら
取 り 外 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ７ 側 に お い て も 、
上 記 第 ２ ロ ッ ク 装 置 ２ を ロ ッ ク オ フ 状 態 と す る と と も に 、 上 記 第 ２ 掛 止 装 置 ３ ３ の 掛 止 状
態 を 解 除 す る こ と で 該 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ７ を 上 記 ク ッ シ ョ ン 支 持 台 ６ か ら 取 り 外 す こ と が
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 上 記 第 １ ロ ッ ク 装 置 １ と 第 ２ ロ ッ ク 装 置 ２ と は 、 そ の 適 用 部 位 の 相 違 に 起 因 し て
そ の 大 き さ は 異 な る も の の 、 そ の 構 造 機 能 は 全 く 同 一 の も の で あ る 。 従 っ て 、 以 下 に お い
て は 、 上 記 第 １ ロ ッ ク 装 置 １ を 例 に と っ て そ の 構 造 等 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 上 記 第 １ 掛 止 装 置 ３ ０ と 第 ２ 掛 止 装 置 ３ ３ も 、 そ の 大 き さ は 適 用 部 位 の 相 違 に 起 因
し て 異 な る も の の 、 そ の 構 造 機 能 は 全 く 同 一 と さ れ 、 共 に 、 床 面 ３ 側 又 は 上 記 基 台 ５ 側 に
取 り 付 け ら れ た ス ト ラ イ カ ー ３ １ と 、 上 記 基 台 ５ 側 又 は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ７ 側 に 取 り 付 け
ら れ た フ ッ ク ３ ２ と で 構 成 さ れ 、 ス ト ラ イ カ ー ３ １ に 対 し て 上 記 フ ッ ク ３ ２ を 係 脱 す る こ
と で 掛 止 状 態 又 は 掛 止 解 除 状 態 と さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 第 １ ロ ッ ク 装 置 １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 床 面 ３ （ 特 許 請 求 の 範 囲 中 の
「 第 １ の 部 材 」 に 該 当 す る ） に 取 り 付 け ら れ た ス ト ラ イ カ ー １ ０ と 、 上 記 基 台 ５ （ 特 許 請
求 の 範 囲 中 の 「 第 ２ の 部 材 」 に 該 当 す る ） の 下 面 に 取 り 付 け ら れ た キ ャ ッ チ ャ ９ と を 備 え
て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の キ ャ ッ チ ャ ９ は 、 次 述 す る ブ ラ ケ ッ ト １ １ と フ ッ ク 部 材 １ ４
と カ ム 部 材 １ ５ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ は 、 略 矩 形 板 状 体 で 構 成 さ れ る も の で あ っ て 、 上 記 基 台 ５ の 下 端 側 部
に 、 そ の 略 下 半 部 を 上 記 基 台 ５ の 下 面 か ら 下 方 へ 延 出 さ せ た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。 そ し
て 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 下 端 側 に は 、 そ の 下 側 縁 部 か ら 上 方 に 略 Ｕ 字 状 に 切 れ 込 む 係 入
溝 １ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 該 係 入 溝 １ ６ の 溝 奥 部 に は 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 進 入 可 能 と
さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 一 方 側 寄 り に 設 け た 第 １ 支 点 ピ ン １ ２ に 揺
動 自 在 に 枢 支 さ れ た 板 状 部 材 で あ っ て 、 そ の 外 周 の 回 動 方 向 （ ａ － ｂ 方 向 ） へ 所 定 角 度 離
間 し た 二 位 置 に 、 外 周 か ら 略 Ｕ 字 状 に 切 れ 込 む フ ッ ク 溝 ２ ３ と 外 周 か ら 径 方 向 外 方 へ 突 出
す る 噛 合 爪 部 ２ ５ と を 設 け て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 フ ッ ク 溝 ２ ３ は 、 そ の 溝 奥 部 に 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ を 略 密 着 状 態 で 嵌 合 し 得 る 形 状
寸 法 を 備 え る と と も に 、 該 フ ッ ク 溝 ２ ３ の 口 縁 部 の う ち 、 上 記 噛 合 溝 ２ ２ 寄 り の 口 縁 部 は
こ れ を 他 方 側 の 口 縁 部 よ り も 外 側 へ 延 出 さ せ て こ れ を ガ イ ド 部 ２ ４ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ は 、 次 述 す る カ ム 部 材 １ ５ の 噛 合 溝 ２ ２ に 略 密 接 状 態 で 噛 合 可 能 な 略 矩
形 の 突 片 状 と さ れ 、 そ の 先 端 面 は 該 カ ム 部 材 １ ５ の カ ム 面 ２ １ に 摺 接 す る 摺 接 部 ２ ５ ａ と
さ れ る と と も に 、 そ の 両 側 面 の う ち 上 記 フ ッ ク 溝 ２ ３ 寄 り の 側 面 は 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側
に 突 設 し た ス ト ッ パ ー ２ ６ と の 係 合 面 ２ ５ ｂ と さ れ 、 こ の 係 合 面 ２ ５ ｂ が 上 記 ス ト ッ パ ー
２ ６ に 係 合 す る こ と で 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 矢 印 ａ 方 向 へ の 最 大 回 動 角 度 が 規 制 さ れ る よ
う に な っ て い る （ 図 ３ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 カ ム 部 材 １ ５ は 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 他 方 側 寄 り に 設 け た 第 ２ 支 点 ピ ン １ ３ に 揺 動
自 在 に 枢 支 さ れ た 板 状 部 材 で あ っ て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ 寄 り の 側 面 に は 弧 状 の カ ム 面 ２
１ が 設 け ら れ る と と も に 、 該 カ ム 面 ２ １ の 一 端 寄 り （ カ ム 部 材 １ ５ の 径 方 向 外 側 寄 り ） 位
置 に は 該 カ ム 面 ２ １ に 連 続 し て 該 カ ム 面 ２ １ か ら 矩 形 状 に 凹 入 す る 噛 合 溝 ２ ２ が 設 け ら れ
て お り 、 該 噛 合 溝 ２ ２ に は 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ が 噛 合 可 能 と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ と カ ム 部 材 １ ５ の 間 に は 引 張 作 動 す る ス プ リ ン グ ２ ０ が 取 り
付 け ら れ て お り 、 こ の ス プ リ ン グ ２ ０ の バ ネ 力 に よ っ て 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ と カ ム 部 材 １
５ は 相 互 に 接 近 す る 方 向 に （ 即 ち 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 矢 印 － 方 向 ａ 方 向 に 、 上 記 カ ム
部 材 １ ５ は 矢 印 ｄ 方 向 に ） 回 動 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ と 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ と カ ム 部 材 １ ５ の 三 者 間 の 相 対 位 置 関
係 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 上 記 第 １ 支 点 ピ ン １ ２ を 介 し て 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側 に 回 動 自 在 に
軸 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 、 図 ２ に 示 す 第 １ の 回 動 位 置 に お い て は
、 そ の フ ッ ク 溝 ２ ３ が 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側 の 係 入 溝 １ ６ に 対 し て そ の 溝 奥 部 に お い て 該
係 入 溝 １ ６ に 略 直 交 し て 横 切 る よ う に 位 置 し 、 該 フ ッ ク 溝 ２ ３ の 溝 奥 部 と 上 記 係 入 溝 １ ６
の 溝 奥 部 と で 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ を 抱 持 し 得 る よ う に 位 置 設 定 が な さ れ て い る 。 そ し て
、 こ の 状 態 で は 、 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ が 上 記 カ ム 部 材 １ ５ 側 の 噛 合 溝 ２ ２ に 噛 合 す る こ と で
、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 第 １ の 回 動 位 置 （ 即 ち 、 ロ ッ ク 状 態 ） が 保 持 さ れ る 。 尚 、 こ の 時
の 上 記 カ ム 部 材 １ ５ の 位 置 を 「 第 １ の カ ム 回 動 位 置 」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 第 ２ の 回 動 位 置 に お い て は 、 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ の
摺 接 部 ２ ５ ａ が 上 記 カ ム 部 材 １ ５ の カ ム 面 ２ １ に 摺 接 し て 該 カ ム 部 材 １ ５ を 矢 印 ｃ 方 向 に
回 動 さ せ る と と も に 、 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ の 係 合 面 ２ ５ ｂ が 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側 の ス ト ッ
パ ー ２ ６ に 当 接 し て い る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で は 、 上 記 フ ッ ク 溝 ２ ３ の ガ イ ド 部 ２ ４ 部 分
は 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側 の 上 記 係 入 溝 １ ６ の 溝 長 さ 方 向 の 中 間 位 置 に お い て こ れ を 横 切
る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 時 の 上 記 カ ム 部 材 １ ５ の 位 置 を 「 第 ２ の カ ム 回 動 位 置
」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 、 図 ３ に 示 す 第 ２ の 回 動 位 置 に お い て は 上 記 ス プ リ ン グ ２ ０
に よ っ て 位 置 保 持 さ れ て お り 、 か か る 状 態 に お い て 、 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 上 記 ブ ラ ケ
ッ ト １ １ の 係 入 溝 １ ６ 側 に 進 入 し こ れ が 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の ガ イ ド 部 ２ ４ に 当 接 し て こ
れ を 上 方 へ 押 し 上 げ る こ と で 、 該 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 上 記 ス プ リ ン グ ２ ０ の 付 勢 力 に 抗 し て
矢 印 ｂ 方 向 へ 回 動 し 、 最 終 的 に 図 ２ に 示 す 第 １ の 回 動 位 置 に 位 置 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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さ ら に 、 上 記 カ ム 部 材 １ ５ は 、 図 ２ に 示 す 第 １ の カ ム 回 動 位 置 に お い て は 、 上 記 ス プ リ ン
グ ２ ０ に よ っ て 矢 印 ｄ 方 向 に 付 勢 さ れ 、 上 記 噛 合 溝 ２ ２ へ の 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ 側 の 噛 合
爪 部 ２ ５ の 噛 合 状 態 を 保 持 し て い る 。 そ し て 、 こ の 状 態 か ら 、 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ が 引 か れ
る （ 即 ち 、 ロ ッ ク オ フ 操 作 の 実 行 ） こ と で 、 上 記 ス プ リ ン グ ２ ０ の 付 勢 力 に 抗 し て 矢 印 ｃ
方 向 へ 回 動 さ れ 、 上 記 噛 合 溝 ２ ２ か ら 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ 側 の 噛 合 爪 部 ２ ５ が 離 脱 さ れ る
。 す る と 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 、 上 記 噛 合 爪 部 ２ ５ の 摺 接 部 ２ ５ ａ を 上 記 カ ム 面 ２ １ に
摺 接 さ せ な が ら 上 記 ス プ リ ン グ ２ ０ に よ っ て 矢 印 ａ 方 向 に 付 勢 さ れ 第 １ の 回 動 位 置 か ら 第
２ の 回 動 位 置 に 回 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
続 い て 、 上 記 ロ ッ ク 装 置 の 作 動 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ に 示 す ロ ッ ク オ フ 状 態 に お い て 、 上 記 床 面 ３ に 対 し て 上 記 基 台 ５ が 近 づ け ら れ た と き
（ 即 ち 、 上 記 シ ー ト 装 置 Ｚ が 取 り 外 し 状 態 か ら 取 付 け ら れ る と き ） 、 こ れ ら 両 者 ３ ， ５ の
接 近 に 伴 っ て 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ が 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ の 係 入 溝 １ ６ に 進 入 し 、 さ ら に
第 ２ の 回 動 位 置 に 設 定 さ れ て い る 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の ガ イ ド 部 ２ ４ に 当 接 す る と 、 該 フ
ッ ク 部 材 １ ４ は こ の ス ト ラ イ カ ー １ ０ の 進 入 力 を 受 け 上 記 ス プ リ ン グ ２ ０ の 付 勢 力 に 抗 し
て 矢 印 ｂ 方 向 へ 回 動 す る 。 そ し て 、 こ の 場 合 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 噛 合 爪 部 ２ ５ は 、 該
フ ッ ク 部 材 １ ４ の 回 動 に 伴 っ て そ の 摺 接 部 ２ ５ ａ を 上 記 カ ム 部 材 １ ５ の カ ム 面 ２ １ に 摺 接
さ せ な が ら 上 記 噛 合 溝 ２ ２ 側 へ 移 動 し 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ が 第 １ の 回 動 位 置 に 設 定 さ れ
た 時 点 で 上 記 カ ム 部 材 １ ５ 側 の 上 記 噛 合 溝 ２ ２ に 噛 合 す る 。 こ の 噛 合 溝 ２ ２ へ の 上 記 噛 合
爪 部 ２ ５ の 噛 合 に よ っ て 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 第 １ の 回 動 位 置 の 固 定 さ れ る 。 そ し て 、
こ の フ ッ ク 部 材 １ ４ の 第 １ の 回 動 位 置 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 ス ト ラ イ カ ー
１ ０ が 該 フ ッ ク 部 材 １ ４ の フ ッ ク 溝 ２ ３ と 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ １ 側 の 係 入 溝 １ ６ と に よ っ て
抱 持 さ れ 、 上 記 シ ー ト 装 置 Ｚ の ロ ッ ク 状 態 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の ロ ッ ク 状 態 に お い て は 、 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 矢 印 ａ － ｂ 両 方 向 へ の 回 動 が 確 実 に 規
制 さ れ て い る の で 、 例 え 、 上 記 基 台 ５ 側 に こ れ を 押 し 下 げ る よ う な 外 力 が 作 用 し た と し て
も 、 該 フ ッ ク 部 材 １ ４ は 非 回 動 状 態 を 維 持 す る 。 こ の 結 果 、 上 記 ス ト ラ イ カ ー １ ０ に 対 し
て 上 記 キ ャ ッ チ ャ ９ が 上 下 方 向 に 相 対 移 動 す る こ と に よ る ガ タ ツ キ が 確 実 に 防 止 さ れ 、 異
音 等 の 発 生 も な く 、 延 い て は シ ー ト 装 置 Ｚ の 商 品 価 値 が 向 上 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 こ の 場 合 、 上 記 ガ タ ツ キ の 防 止 を 上 記 フ ッ ク 部 材 １ ４ の 回 動 規 制 の み に よ っ て 実 現
す る よ う に し て い る こ と か ら 、 例 え ば 従 来 の よ う に ラ バ ー 部 材 を 設 け て こ れ を 実 現 す る 構
造 の 場 合 に 比 し て 、 部 品 点 数 の 低 減 及 び 組 付 け 工 数 の 低 減 に よ る 低 コ ス ト 化 が 促 進 さ れ 、
そ の 結 果 、 ガ タ ツ キ 、 異 音 等 の 発 生 の な い 高 品 質 の シ ー ト 装 置 Ｚ を よ り 安 価 に 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
尚 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ク 装 置 を 車 両 用 シ ー ト の 掛 止 部 位 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説
明 し た が 、 本 願 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 は こ の よ う な 部 位 の み に 適 用 さ れ 得 る も の で は な く
、 例 え ば 、 車 両 の ト ラ ン ク リ ッ ド の 掛 止 部 位 な ど 、 二 つ の 部 材 相 互 間 の 掛 止 部 位 に 広 く 適
用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 を 備 え た 車 両 用 シ ー ト 装 置 の 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 車 両 用 シ ー ト 装 置 に 用 い ら れ た ロ ッ ク 装 置 の ロ ッ ク 状 態 説 明 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 車 両 用 シ ー ト 装 置 に 用 い ら れ た ロ ッ ク 装 置 の ロ ッ ク オ フ 状 態 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の ロ ッ ク 装 置 に お け る ロ ッ ク 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ は 第 １ ロ ッ ク 装 置 、 ２ は 第 ２ ロ ッ ク 装 置 、 ３ は 床 面 、 ５ は 基 台 、 ６ は ク ッ シ ョ ン 支 持 台
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、 ７ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン 、 ８ は シ ー ト バ ッ ク 、 ９ は キ ャ ッ チ ャ 、 １ ０ は ス ト ラ イ カ ー 、 １
１ は ブ ラ ケ ッ ト 、 １ ２ は 第 １ 支 点 ピ ン 、 １ ３ は 第 ２ 支 点 ピ ン 、 １ ４ は フ ッ ク 部 材 、 １ ５ は
カ ム 部 材 、 １ ６ は 係 入 溝 、 ２ ０ は ス プ リ ン グ 、 ２ １ は カ ム 面 、 ２ ２ は 噛 合 溝 、 ２ ３ は フ ッ
ク 溝 、 ２ ４ は ガ イ ド 部 、 ２ ５ は 噛 合 爪 部 、 ２ ６ は ス ト ッ パ ー 、 ３ ０ は 第 １ 掛 止 装 置 、 ３ １
は ス ト ラ イ カ ー 、 ３ ２ は フ ッ ク 、 ３ ３ は 第 ２ 掛 止 装 置 、 Ｚ は シ ー ト 装 置 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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